
 

令和５年度第３回 

「ワンチームとやま」連携推進本部会議次第 

 
                             日  時：令和５年１１月６日（月） 

１６時～１７時３０分 
                             場 所：富山県民会館８階バンケットホール 
                       

 
１  開    会 

 
２ 知事あいさつ              

 

３ 議  事  

（１） 令和５年度連携推進３項目の中間報告について 

（２）県、市町村の行政課題等について 

（３）その他 

 

４ 閉  会 
 

配付資料 
資料１ 令和５年度連携推進３項目の中間報告について 
資料２ 令和５年度本部会議年間スケジュール 
 
参考資料１ 地域未来投資促進法に基づく新たな基本計画の策定について 

  参考資料２ 富山県警察「安全情報ネット」について 
 



１．市町村等（１７名）

富 山 市 長 藤井　裕久

高 岡 市 長 角田　悠紀

射 水 市 長 夏野　元志

魚 津 市 長 村椿　晃

氷 見 市 長 林　　正之

滑 川 市 長 水野　達夫

黒 部 市 長 武隈　義一

砺 波 市 長 夏野　修

小 矢 部 市 長 桜井　森夫

南 砺 市 長 田中　幹夫

舟 橋 村 長 渡辺　光

上 市 町 長 中川　行孝 （代理:小竹副町長)

立 山 町 長 舟橋　貴之

入 善 町 長 笹島　春人

朝 日 町 長 笹原　靖直

市長会事務局長 田中　斉

町村会常務理事 利川　智

２．県（１９名）

知　　事 新田　八朗

副 知 事 蔵堀　祐一

副 知 事 横田　美香 (欠席）

教育長 荻布　佳子

県警本部長 石井　敬千

知事政策局長 川津　鉄三

危機管理局長 武隈　俊彦

地方創生局長 竹内　延和

交通政策局長 田中　達也

経営管理部長 南里　明日香

生活環境文化部長 廣島　伸一

厚生部長 有賀　玲子

こども家庭支援監 松井　邦弘

商工労働部長 中谷　仁

農林水産部長 津田　康志

土木部長 市井　昌彦

会計管理者 堀口　正

企業局長 籠浦　克幸

田中　雅敏

参事・市町村支援課長 滑川　哲宏

「ワンチームとやま」連携推進本部会議出席者

次長・ワンチームとやま推進室長



令和５年度第３回「ワンチームとやま」連携推進本部会議　配席図

日時：令和５年11月６日（月）16時～17時30分
場所：富山県民会館8階バンケットホール
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◎ Ｒ５年度の取り組み成果（見込み含む）の中間報告と今後の方向性

項目 令和５年度の
取り組み成果等（見込み含む）

評価 今後の取り組み及び令和６年度（案）

取り組み方針 具体的な連携事業

①市町村DX推
進の支援

・ＷＧで自治体DXに関する取組を共有
・市町村ＤＸ推進トップセミナーの開催
・市町村DX推進支援のため専門人材を県に配置

概ね
順調

・自治体DXに関する取組の
共有、支援

・県、市町村の業務効率化
に繋がる新たな課題解決の
ための取り組みを支援

②ＤＸ・働き方改
革の推進

・本部会議の開催
・デジタルによる変革推進条例（仮称）の制定

概ね
順調

・市町村と連携しながらデジタ
ル変革を推進

・国や県の動向・市町村
ニーズをふまえ、連携事業
を推進

③マイナンバー
カードの普及・
利活用促進

・県独自のマイナンバーカード利活用の実証事業を
実施

概ね
順調

・実証事業の結果を市町村に
共有

・市町村のニーズに応じて
横展開を支援

④基幹系業務
システムの標準
化・共通化

・標準準拠システムへの移行に向けた事業者への
情報提供依頼の実施、結果の分析

・スケジュール、経費面の負担増等の課題解決に
向け、知事会や市町村と連携して負担軽減に向け
た支援を国へ要望

・システム機能の比較分析整理、基幹系業務シス
テムで使用されている外字等の調査を実施

課題
あり

・標準準拠システムへの移行
準備

・知事会等を通じ、自治体負
担減等に向け国へ要望

・定期的なＷＧの開催

・事業者、パッケージの選定

⑤県・市町村間
のデータ連携の
推進

・県及び希望する市町村のデータを一元化する基
盤を目指し、県のデータ連携基盤を構築、運用準
備

・基盤の共同利用や基盤連携に関する市町村との
協議

概ね
順調

・基盤の共同利用や基盤連携
の準備

・県や市町村のオープンデー
タの可視化

・基盤の共同利用や基盤連
携に関するルール等の協
議・決定

・県の基盤で、県と市町村
の防災関係のオープンデー
タ及び国・県のセンサー
データを分かりやすく地図
上で可視化

連携事項名 自治体行政のデジタル化
提案市町村：射水市、氷見市、砺波市、滑川市、立山町 対象市町村：全市町村 県担当課：デジタル化推進室、ワンチームとやま推進室、厚生企画課

資料１

項目
2023（Ｒ５）年度 2023（Ｒ6）年度 Ｒ６年度

（以降）10 11 12 1 2 3

◎ 協議スケジュール・取り組み内容

②ＤＸ・働き方改革の推進

④基幹系業務システムの
標準化・共通化

③マイナンバーカードの普及・
利活用促進

⑥その他取組事項
・ＩＣＴに関する職員研修の実施
・電子契約サービスの横展開に向けた準備 など

県独自のカード利活用方法

について、市町村への横展

開に向け検討

ICT研修等の継続実施
個別システムの共同調達

外字の統一作業など標準化に向けたデータ移行準備 など

カード利活用優良事例の調査・共有

パッケージ、
業者選定

調達方針・仕様書の作成

利活用の取組を協議

業者選定、
R7年度末までの
標準準拠システム
の導入

随時ＷＧで自治体DXに関する取組の共有・支援①市町村DX推進の支援

デジタル変革条例を制定・新たな計画を策定
条例及び計画に基づき、
デジタル変革を推進

⑤県・市町村間のデータ連携
の推進

連携データの拡充

市町村のDX推進を支援

県のデータ連携基盤の構築
可視化の仕組み構築

運用
テスト

共同利用や基盤連携ルールの協議・予算措置

基盤の共同利用部分の構築、運用テスト

基盤連携の実施・運用テスト

県の基盤で各種データを地図上で可視化

条例及び計画に基づき、デジタル変革を推進

⑥その他取組
事項

・被災者生活再建支援システム、電子契約システ
ムの共同調達
・管理職向けＤＸ研修の共同開催
・RPAの事例紹介

概ね
順調

・国の制度等を活用して、市
町村のニーズに対応した効
果的な取り組みを実施

・新たに共同調達に参加す
る団体への支援

・ＤＸ研修の共同開催



連携事項名 こども・子育て施策の連携・強化
県担当課：こども家庭室

◎ Ｒ５年度の取り組み成果（見込み含む）の中間報告と今後の方向性

項目 令和５年度の
取り組み成果等（見込み含む）

現在の
進捗

令和６年度（案）

取り組み方針 具体的な連携事業

出産・子育て支援 ・出産・子育て支援ポイント制度導入に向け
て、事業開拓やアプリ構築等について協議

・プレ妊活健診スタートアップ事業の実施
（10月～５市町村で実施）

・アンケートを踏まえた新たな連携事業に
ついて協議

概ね
順調

・妊娠期からの切れ目のない
伴走型支援と経済的支援の
強化

・プレコンセプションケアの
促進

・出産・子育て支援ポイント
制度の創設

・プレ妊活健診事業の展開

保育環境の充実 ・第３子以降保育料無償化について所得
制限撤廃に向けた準備

・保育人材確保対策のアンケート結果を
踏まえた新たな連携事業について協議

・病児保育事業の広域化についてアンケー
ト調査結果を踏まえて協議

概ね
順調

・全国一律の保育料無償化の
拡充の要請と県支援の拡充

・保育士確保対策の充実強化

・病児保育のICT化・広域化

・第３子以降保育料の所得
制限を撤廃し完全無償化

・保育士確保のための相談
体制の充実強化や保育士
の負担軽減に向けた取組
み

・病児保育のICT化・広域化
の促進

ヤングケアラーへの
支援

・ヤングケアラー支援ネットワーク会議の
設置

・アンケート結果を踏まえた新たな連携事業
について協議

・相談窓口のとりまとめ
・ヤングケアラー支援ガイドラインの策定

概ね
順調

・ヤングケアラーの認知度
向上

・ガイドラインに基づく関係
機関の連携体制の構築、
関係機関が連携した支援

・県、市町村が連携した
普及啓発活動

・ヤングケアラーの負担
軽減に向けた取組み

様々な困難を抱える
こどもへの支援

・こども食堂での学習支援事業の実施
・こども食堂トップセミナーの開催（10/25）
・アンケート結果を踏まえた新たな連携事業
について協議

概ね
順調

・こどもの居場所づくり（サード
プレイス）の促進

・こども食堂の設置促進、
活動内容の充実

・民間団体が設置する「こど
もの居場所」への支援

・こども食堂での学習支援

提案市町村：高岡市、射水市、魚津市、砺波市、県 対象市町村：全市町村

◎ 協議スケジュール・取り組み内容

項 目
2023（Ｒ５）年度 2024（Ｒ６）年度

10月 11月 12月 1月 2月 3月 第1
四半期

第2
四半期

第3
四半期

第4
四半期

出産・子育て支援

保育環境の充実
①人材確保
②病児保育の広域化
③第3子以降保育料の

完全無償化

検討・協議

新たな連携事業の
内容合意 制度詳細設計準備

検討・協議

必要に応じて県・市町村で予算化の検討 県・市町村が連携した実施

県・市町村が連携した取組みの実施

広域化の実施

必要に応じて県・市町村で予算化の検討

マニュアル作成、
説明会

システム（アプリ）構築、
新規事業者開拓等（委託）

制度の詳細の検討、協議

出産・子育て応援交付金事業（妊娠、出生時）のポイント配付

応援券分（１歳半時）の
ポイント配付

事務局設置、アプリ運用開始

準備、
テスト

ヤングケアラーへの支援

様々な困難を抱える
こどもへの支援

支援
ガイド
ライン
策定

合同研修会① 合同研修会②

ヤングケアラー支援ガイドラインの検討

関係機関との連携体制の構築、相談窓口の設置

必要に応じて県・市町村で予算化の検討

検討・協議
新たな連携事業の内容合意

必要に応じて県・市町村で予算化の検討
県・市町村が連携した支援

県・市町村が連携した支援
検討・協議



連携事項名 観光再始動に向けた受入体制整備
対象市町村：全市町村 県担当課：観光振興室

◎ Ｒ５年度の取り組み成果（見込み含む）の中間報告と今後の方向性

項目 令和５年度の
取り組み成果等（見込み含む）

現在の
進捗

令和６年度（案）

取り組み方針 具体的な連携事業

インバウンド対応を含
む受入環境整備

・観光庁「地方における高付加価値な
インバウンド観光地づくり」モデル観光地

→富山を含む北陸エリアとして採択、
マスタープランの検討

・観光庁大型補助事業等の活用

概ね
順調

・インバウンドの直近の動向共有
・観光庁補助事業等を活用し、イ
ンバウンド対応を含む受入環境
整備の実施

・案内板、メニュー、宿泊施設
等の改修・高付加価値化、県
内周遊の促進

観光資源の磨き上げ・
旅行商品造成

・15市町村の観光素材の集約
・機構との連携による観光資源の磨き
上げや旅行商品造成支援

・情報発信ツールの制作（観光素材集
やガイドブックの編集等）

概ね
順調

・北陸DCに向けた観光素材の再
集約、磨き上げ

・新規造成および磨き上げた観
光素材の販路拡大に向けた情
報発信ツール作成

・観光素材の磨き上げ、旅行
商品造成支援、観光素材集
等掲載素材の選定
・北陸ＤＣガイドブック等の制
作、編集

情報発信の促進 ・プレＤＣや全国宣伝販売促進会議等を
活用し、 市町村とタイアップした効果的
な情報発信を実施

・海外での旅行博等への出展（タイ、台
湾、シンガポール、アイルランド、イギリ
ス）

・市町村や観光協会も使用可能な宣材
写真の制作

概ね
順調

・北陸DC等の効果を最大化、継
続させるための効果的な情報
発信

・近隣県や市町村、観光協会な
どと連携し、海外の旅行博に出
展（タイ、台湾、シンガポール、
上海）

・メディア向けＰＲ会議等の実
施

・市町村や観光協会も使用可
能な宣材写真の制作

・海外用パンフレット及びPR
素材の提供

効果的な旅行商品の
販売体制（海外向けＯ
ＴＡなど）

・市町村、観光協会担当者、観光事業
者向け研修会の実施

・「VISIT 富山県」掲載商品や市町村が
希望する商品をインバウンド向け商品
として造成し、既存の大手海外 OTA 
において試験的に販売

概ね
順調

・海外向けＯＴＡ販売体制の整備
に向けた検討

・インバウンド向け着地型旅
行商品のブラッシュアップや
試験的販売

・海外向けＯＴＡ販売に向け
た伴走支援、販売体制の検
討

提案市町村：射水市、県

◎ 協議スケジュール・取り組み内容

項 目
2023（Ｒ５）年度 2024（Ｒ６）年度

10月 11月 12月 1月 2月 3月 第1
四半期

第2
四半期

第3
四半期

第4
四半期

観光資源の磨き上
げ、旅行商品造成

情報発信の促進

効果的な旅行商品
の販売体制（海外
向けＯＴＡなど）

受入環境整備

WG
10/17

・市町村、観光協会担当者向け
研修会の実施（9/7,9/21,10/5）

・インバウンド向け商品造成、
海外 OTA 試行販売

インバウンド対応を含む受入環境整備の実施（国・県補助等を活用）

大手旅行会社のｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（上期・下期）

全国宣伝販売
促進会議11/8

観光資源の磨き上げ、
旅行商品造成

（国庫補助・県補助等を活用）

R6上期用
商品集作成

Japanese Beauty Hokurikuｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

プレＤＣ

黒部宇奈月キャニ
オンルート販売開
始（1月下旬）

旅行博出展など海外へのプロモ－ション

・先進事例の調査、情報収集、試験販売
・販売体制（運営主体・財源等）の検討

北陸デスティネー
ションキャンペーン
（10/1～12/31）

北陸新幹線
敦賀開業
(3/16)

黒部宇奈月キャ
ニオンルート
一般開放(6/30)

ＤＣ素材選定
ＤＣガイドブック制作

大手旅行会社の
ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（上期）

主なスケジュール

WG(予定)

北陸ＤＣ



連携項目名
（提案市町村）

主な検討事項 担当部局 WG開催状況

自治体行政のデジタル化
（射水市、氷見市、砺波市、滑川市、立山
町）

・情報システムの共同導入による経費削減等
・自治体の基幹系業務システムの統一・標準
化
・マイナンバーカードの利活用による県内
サービスの統一化等

知事政策局
（まとめ）
地方創生局
厚生部

令和4年度に引き続いて
4/24,8/8、10/19：IT担当課長会議
8/3：マイナンバー連絡調整会議
4/26、5/31、6/28、7/26、8/3、8/9、8/21、8/30、9/27、11/1：クラウド関係会議
も活用し協議

こども・子育て施策の連携・強化
（高岡市、射水市、魚津市、砺波市、県）

・出産・子育て支援
・保育環境の充実
・ヤングケアラーへの支援
・様々な困難を抱えるこどもへの支援

厚生部

１　WGの開催
　 4/19：第１回、8/10：第２回、10/23：第３回
２　県・市町村担当課長会議の開催
　   5/30：出産・子育て支援ポイント制度、保育料軽減事業
　   7/26：ヤングケアラーへの支援（第１回）
　    9/8：出産・子育て支援ポイント制度、保育人材確保、病児保育の 広域化
　 10/13：ヤングケアラーへの支援（第２回）
３　各市町村との意見交換
　 5～8月：全市町村を個別に訪問し、左記の検討事項について意見交換
　 4～8月：全市町村と個別に、オンライン又は対面で出産・子育て支援ポイント制度、母子保健、
　　　　　　　病児保育に関して意見交換
４　新たな連携事業などについてアンケートの実施
　      6月：全市町村に出産・子育て支援ポイント制度に関する意向調査を実施
　 6～7月：県と提案市（魚津市）が連名で、全市町村に保育士人材確保 に関するアンケートを実施
　 7～8月：県と提案市（高岡市）が連名で、全市町村にヤングケアラー及びこどもの居場所づくりに関する
　　　　　　　アンケートを実施
　      8月：全市町村に出産・子育て支援に関するアンケートを実施
　      9月：全市町村に保育人材確保、病児・病後児保育の広域化に関するアンケートを実施
　　　　　　  全市町村に出産・子育て支援ポイント制度に関する意向調査を実施

観光再始動に向けた受入体制整備
（射水市、県）

・インバウンド対応を含む受入環境整備
・観光資源の磨き上げ・旅行商品造成
・情報発信の促進
・効果的な旅行商品の販売体制（海外向けＯ
ＴＡなど）

地方創生局

〇2/22　WG会議を実施
・WG設置の趣旨、黒部宇奈月キャニオンルート、北陸ＤＣなど主要な取組みや、受入体制整備の方向性を共有
〇4/25　令和5年度 第1回WG会議を実施
・敦賀開業、北陸DCに向けた受入環境整備や情報発信等の取組み状況について意見交換、各市町村の各種
取組や現場の課題感等を共有
・県と各市町村における出向宣伝や物産展等の開催予定を共有
○8/2　令和5年度 第2回WG会議を実施
・市町村タイアップ事業や全国宣伝販売促進会議の進捗状況について共有
・観光庁や県補助事業の採択状況、インバウンド需要の動向について共有
・市町村の特徴ある取組紹介や物産展等の開催予定を引き続き共有
○10/17　令和5年度第3回WG会議を実施
・観光ＤＸの取組・市町村タイアップ事業、全国宣伝販売促進会議の進捗状況について共有
・インバウンド対応・クルーズ船や海外事業について説明
・観光庁や県補助事業の採択状況、市町村の特徴ある取組紹介や物産展等の開催予定を引き続き共有

「ワンチームとやま」連携推進本部　令和５年度連携推進項目のWG取り組み状況について
参考



                             

「ワンチームとやま」連携推進本部 年間スケジュール 

 

 

令和２年度 

Ｒ３. １.１０ ※雪害対策への協力に関する臨時会議（WEB） 

Ｒ３. １.１９ 「ワンチームとやま」連携推進本部会議設置 

Ｒ３． ２．２２ ※新型コロナワクチン接種に関する臨時会議（対面＋WEB） 

令和３年度 

Ｒ３. ５.１４ ※新型コロナワクチンの高齢者向け接種等に関する臨時会議（WEB） 

Ｒ３. ６. ４ 第１回本部会議の開催 

Ｒ３. ８.３１ 第２回本部会議の開催（WEB） 

Ｒ３．１０．２９ 第３回本部会議の開催 

Ｒ３.１２. ８ ※新型コロナウイルス対策に関する臨時会議（WEB） 

Ｒ４. １.２０ 第４回本部会議の開催 

Ｒ４. ３. ４ ※新型コロナウイルス感染症対策に関する臨時会議(WEB) 

令和４年度 

Ｒ４. ５．１６ 第１回本部会議の開催 

Ｒ４. ８.３０ 第２回本部会議の開催（WEB） 

Ｒ４．１０．１７ 第３回本部会議の開催 

Ｒ５. １．１９ 第４回本部会議の開催 

令和５年度 

Ｒ５． ５.１８ 

 

第１回本部会議の開催(web) 

①令和５年度連携推進項目の取り組み内容等の報告 

②〃スケジュール 

Ｒ５． ８.３１ 

 

第２回本部会議の開催 

①連携推進項目の取り組みの進捗状況等の報告 

Ｒ５．１１. ６ 

 

第３回本部会議の開催 

①連携推進項目の取り組みの中間報告 

Ｒ６． １下旬 

 

第４回本部会議の開催 

①令和５年度連携推進項目の取り組み結果報告  

②新年度の取り組み方針・項目の協議・決定 

資料２ 



令和５年 11 月６日 

              商工労働部（立地通商課） 

 

地域未来投資促進法に基づく新たな基本計画の策定について 

 

１ 新たな基本計画の策定について 

 企業の投資を促進するため、地域未来投資促進法に基づき平成 29 年９月に県と市

町村が共同で策定した「富山県地域未来投資促進計画」が令和５年度末で終期を迎え

ることから、新たな基本計画を策定する。 

 

２ 新たな基本計画の主な変更点 

（１）対象分野の見直し 

対象分野の一部を見直すとともに、新たに「農林水産・地域商社」、「観光・スポーツ・

文化・まちづくり」、「環境・エネルギー」分野を追加。 

 

（２）促進区域の拡大 

現行計画では山間部を対象外としているが、新たに追加する「観光・スポーツ・文化・

まちづくり」分野などでは、山間部での事業の実施の可能性もあることから、促進区域

を山間部含む富山県全域に拡大。 

 

３ 新たな基本計画の策定スケジュール 

   令和５年 10 月末     県・市町村から国へ協議書（案）提出 済  

        12 月末     県・市町村から国へ協議書（最終版）提出 

令和６年３月又は４月   国の同意 

現行基本計画の分野 新基本計画の分野 

①医薬品製造や容器・包装・印刷技術の集積を

活用した医薬品関連産業分野 

②良質で豊富な水資源や電力など優れた産業イ

ンフラを活用した電子デバイス関連産業分野 

③広汎に広がる機械・金属や高度技術・新素材

技術の集積を活用したものづくり産業分野 

①同左 

 

 

②電子デバイス、機械・金属や高度技術・新

素材技術の集積を活用した成長ものづくり分

野   
 ③【新】豊富な農林水産資源を活用した農林

水産・地域商社分野 

⑤通信回線やオフィスビル、都市圏人口等の都

市インフラを活用した情報通信技術関連産業

分野 

④情報通信基盤やデータサイエンス人材を活

用したデジタル・情報通信関連産業分野 

 ⑤【新】自然、豊かな食、歴史文化、伝統工

芸など多様な観光資源を活用した観光・ス

ポーツ・文化・まちづくり分野 

 ⑥【新】水と緑に恵まれた豊かな環境を活か

した環境・エネルギー分野 

④産業集積の上に新しい取組みが広がるデザイ

ン人材を活用したクリエイティブ産業分野 

⑥良質で豊かな水や地域特産物を活かした食料

品・飲料製造関連産業分野 

⑦拠点港や高速道路網等の環日本海地域の拠点

性を有するインフラを活用した物流関連産業

分野 

⑦伝統工芸品産業やデザイン人材の集積を活

用したクリエイティブ産業分野 

⑧同左 

 

⑨同左 

 

参考資料１ 
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